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｢学校教育における木材加工 (木工･工作を含む)学習指導のための技術的基礎研究 (第29報) TechnicalandFundamentalStudieson
EducationofWoodWorkingTechnicalEducationLessonsofSchool,XXIX.｣とする｡上記の研究 (第28報)および標記の研究
(XXIV)は,長崎大学教育学部紀要 一自然科学一 第69号 33-38(2003.6)に掲載｡
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事1 この実験に用いた工具は,その材質が高速度工具鋼 SKH2で,刃先角 βは250であり,逃げ角 叫ま10O-定となるように保った｡切込
量 Jは0.3,0.5,0.7mmの3段階とし,裏刃を装備させないで,二次元切削を行った｡いずれの Jの切削においても,試験片の繊維傾斜
角 軌 を-loo(順目),木理斜交角 92をOD,年輪接触角 p3を00-10Dの範囲に入るような,いわゆる切削面が板目 (木表側を切削)の日
切れ材に試験片を調整した｡
供試材には,切削速度依存性に関する実験結果を的確に把握するため,同程度の比重をもつ次の 3樹種を用いた｡即ち,ヒノキ
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Vの増加に伴い,低 ･中速度域では緩やかに漸増する傾向 (比較的 Jの大きい場合)を,
また,高速度域では漸減する傾向を,それぞれ示した｡
一方,Ⅳ は,気乾材の場合,Vの増加に伴い,低速度域では漸減の傾向を,中･高速度









N の増加 (または,減少)に対するFの増加 (または,減少)の割合を意味することになる｡Fig.9から明らかなように,例えば,気
乾材の各樹種の場合,低速度域で FLが Vにはほぼ無関係で一定の傾向となるのは,FおよびNがともに漸減の傾向を示し,しかもそ

































的切込量 tの小さい場合)か,あるいは Vの増加に伴い緩やかに漸減する傾向 (i-0.7mm
の場合)を,また,高速度域では,Vの増加に伴い漸減の傾向を,それぞれ示した｡一
方,ヒノキ飽水材の場合,♪‖ま,低 ･中速度域では,Vの変化にはほぼ無関係で一定の傾
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